
 

 

  

 

 
 

  

 

 

 

資料２１



 

 

平成 24 年 3 月 5 日 
メディア・セミナーin 沖縄（報告書） 

日  程：平成 24 年 3 月 3 日（日）  
時  間：午後 1 時 ～ 午後 4 時    

午後 4 時 ～「患者必携」について記者会見 
場  所：浦添市てだこホール マルチメディア学習室 
参加人数：26 人（マスコミ関係者 8 人、医療者 8 人、患者の立場 2 人、その他関係者 8 人） 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

高山智子氏（国立がん研究センター・がん対策情報

センターがん情報提供研究部 医療情報サービス研

究室 室長）は、これまでの国立がん研究センターで

のメディア向けプログラムを基に「信頼のおけるがん

情報をより広い対象に届けるにはどうすればよいか」

をテーマとして、講演された。そのなかで、メディア

と医療者が協働で行うべき情報発信とは何か、そのた

めに必要なことは何かを見つけ出すことで、伝えたい

情報と、伝えるべき正しい情報に相違が無くなるとい

うことが説明された。また、そのためには、普段から

双方の良好な関係作りや、問題意識や知識を共有する

こと、更に読み手の対象が誰なのかを明確にしたうえ

で取材することが大切であることが伝えられた。 

渡邊清高氏（国立がん研究センター・がん対策情報

センターがん情報提供研究部 医療情報コンテンツ

研究室 室長）は、「医療情報を評価するーメディア

と医療者の協働のためにーメディアドクターについ

て」と題し、講演された。その中で、リスクを伴う情

報を伝えるためにはどう対処したらよいのか、損失を

最小限にするためにはどうしたらよいのかという問

題点については、メディア側と対話するうえで、ある

一定の規則や方向性をもって説明することが大切で

あることが伝えられた。また、国立がん研究センター

での実践問題を例として、記事の表題の付け方につい

て各立場から意見を伺ったが、その記事の問題意識の

持ち方に相違があることが分かった。 
 
 午後の部では、グループワークが行われ、沖縄県

におけるがん情報についての報道の諸問題や、情報

を伝えるためにはどうすべきかについて意見交換

が行われた。その中で、メディア側より、取材を受

ける前にある程度の医療知識をつけて取材に伺い

たいことや、顔の見える関係作りを築けるようにし

たいなどの意見が挙がった。また医療者側からも、

一般の方に正しい情報を知ってもらうためにはメ

ディアの力が必要不可欠であり、そのためにも良い

関係作りが大切であることが伝えられた。 
 今後の開催方法については、がん種ごとのテーマ

別に勉強会を行いながら、両者の意見交換の場とし

て定期的に開催する予定である。 


